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只今から、令和６年第７回大洲市農業委員会定例総会を開会いたしま

す。 

開会に当たり、幸野会長にご挨拶をお願いいたします。 

 

（会長挨拶） 

 

只今から、議案審議に移ります。会議規則第３条により、幸野会長に

議事進行をお願いいたします。 

 

これより本日の会議を開きます。 

出席委員は農業委員１９名中１９名、推進委員２０名中１８名で定足

数に達しておりますので、総会が成立していることをご報告いたします。 

本日、１４番 一柳幸唯委員、３５番 堀内保宏委員より欠席の報告

を受けております。 

本日の議事日程は、お手元に配付してあるとおりであります。 

まず、日程第１ 議事録署名委員の指名を行います。 

議事録署名委員に、２７番 永沼寛委員と２８番 日野修次委員を指

名いたします。 

次に、日程第２ 書記の指名を行います。 

本日の会議の書記に、事務局の𠮷田書記を指名いたします。 

それでは、日程第３ 議案審議に入ります。 

まず、議案第３８号『農地法第３条の規定による許可申請について』

を議題といたします。 

事務局の説明を求めます。 

 

議案書の１ページをご覧ください。 

２件の許可申請について、ご説明いたします。 

１番は、菅田町菅田の田１筆・８６２㎡について、譲渡人が市外在住

で耕作管理が困難なため付近に住む譲受人に売買により申請地を譲渡す

るものです。 

所有権移転後は、水稲の栽培をする計画です。 

農業は、譲受人親子が年間を通して従事します。 

２番は、河辺町三嶋の畑１筆・６３４㎡について、亡くなった所有者

の遺言により、弟である譲受人が申請地を取得するものです。 

所有権移転後は、栗を栽培する計画です。 

農業は、譲受人本人が年間を通して従事します。 

以上、２件のご審議をよろしくお願いします。 

 

只今、事務局より説明がありましたが、まず、地元委員より報告を受

けたいと思います。１番。 

 

１番案件について、ご説明いたします。 

議案説明資料は２ページを参考にしてください。 

１番案件は、売買による所有権移転です。 

申請地は、菅田コミュニティセンターから南へ約８００ｍのところに

ある田１筆です。 

先月１９日に事務局職員と現地確認を行い、現在も良好に管理されて

いることを確認しました。 

譲受人世帯は、現在も水稲、柚子などを栽培しており、今後も引き続
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事務局（専門員兼

き親子で年間を通して農業に従事していくとのことで、耕作管理に問題

はないと考えます。 

なお、譲受人世帯が所有している農地のうち、４５９㎡が「非耕作地」

となっておりますが、この土地につきましては、２０年以上前から植林

しているとのことで、「非農地証明願」が出されており、この後の議案

でご審議いただく予定です。 

そのほかの調査結果について、議案説明資料に記載のとおりで農地法

第３条第２項の第１号関係から第６号関係までの規定に該当する事項は

ありません。 

ご審議のほど、よろしくお願いします。 

 

２番。 

 

２番案件について、ご説明いたします。 

議案説明資料は３ページを参考にしてください。 

２番案件は、遺贈による所有権移転です。 

申請地は、河辺コミュニティセンター大伍分館から北へ約１㎞のとこ

ろにある畑１筆です。 

先月１８日に事務局職員と現地確認を行いました。 

申請地は雑草が繁茂しており、しばらくは耕作されていない状況でし

たが、今後、譲受人が農機具を購入して整備を行い、耕作管理していく

とのことです。 

今回、遺言により宅地や山林とあわせて申請農地を取得するにあたっ

て、譲受人より樹園地として耕作管理を始める旨の「新規営農計画書」

が提出されております。 

地元の知人に協力を仰ぎながら、年間を通して農業に従事していくと

のことですので、今後の状況を見守っていくこととします。 

そのほかの調査結果について、議案説明資料に記載のとおりで農地法

第３条第２項の第１号関係から第６号関係までの規定に該当する事項は

ありません。 

ご審議のほど、よろしくお願いします。 

 

地元委員からの報告がありましたが、何かご質疑はありませんか。 

 

（質疑なし） 

 

特にご質疑もないようですので、本案を申請のとおり許可することに

ご異議ありませんか。 

 

（異議なし） 

 

ご異議ないものと認め、本案は申請のとおり許可することに決定いた

しました。 

次に、議案第３９号『農地法第４条第１項の規定による許可申請につ

いて』となっておりますが、議案第４１号『農地転用事業計画変更申請

について』と関連がありますので一括して議題といたします。 

事務局の説明を求めます。 

 

 議案第３９号「農地法第４条第１項の規定による許可申請について」
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及び議案第４１号「農地転用事業計画変更申請について」ご説明申し上

げます。 

議案書２ページ及び４ページ並びに議案説明資料の４ページから１６

ページを併せてご覧ください。 

各議案の１番、肱川町山鳥坂の土地１筆４２８㎡の案件です。 

まず、農地転用事業計画変更についてですが、変更内容等につきまし

ては、議案書に記載してありますとおりで申請人所有の農地で営農型太

陽光発電を行いながら、その下部で椎茸を栽培するために令和３年７月

に一時転用の許可を受けていましたが、実際の収穫量が計画の収穫量を

大きく下回り、計画通りの事業が遂行できないため一般的な太陽光発電

施設に計画変更するものであります。 

申請地は、議案説明資料８ページの地番地目図に示した赤線の部分で、

大洲市内中心部から南東に約１４．６㎞のところに位置し、付近には公

共施設等がなく、一定規模以上の農地の集団性がない生産性の低い農地

であることから第２種農地と判断しております。 

一般基準の各審査項目につきましては、議案説明資料の４ページをご

確認ください。 

次に、農地法第４条第１項の規定による許可申請についてですが、前

述の計画変更に伴い、営農型太陽光発電施設から一般的な太陽光発電施

設に変更し、恒久的に転用するため、改めて許可申請を行うものです。 

立地基準及び一般基準の各審査項目につきましては、議案説明資料５

ページをご確認いただければと思います。 

以上、２議案２件です。 

ご審議のほど、よろしくお願いいたします。 

 

只今、事務局より説明がありましたが、まず、地元委員より転用事業

計画変更案件と４条許可申請案件について報告を受けたいと思います。 

 

 まず、農地転用事業計画変更関係の１番案件について、調査結果をご

報告申し上げます。説明資料の４ページから１６ページを参考にしてく

ださい。 

本件は、事務局報告のとおり令和３年７月に転用が許可されていた案

件でございます。 

変更内容は、当初、申請地に営農型太陽光発電施設を設置し、その下

で原木椎茸栽培をするように計画をしていました。転用許可後に当初の

計画どおり施設の下で原木椎茸の栽培を行っていたものの、計画の収穫

量の目標値があまりにも過大であり、実際の収穫量は計画の収穫量を大

きく下回り、計画通りの事業が遂行できないため４条の当初計画を変更

しようとするものです。 

立地基準につきまして当初の計画から変更はなく、また、一般基準に

つきましてもすでに施設を設置されており問題ないものと思われます。 

ご審議のほど、よろしくお願いします。 

引き続き、農地法第４条関係の１番案件について調査結果をご報告申

し上げます。 

まず、立地基準である第２号の「代替性要件」につきましては、議案

説明資料記載のとおり問題ないと考えます。 

次に、一般基準である第３号の「転用の確実性」及び第４号の「周辺

農地等への影響」につきまして、既に設置してある太陽光発電施設を利

用するものであり、現施設を設置する際に申請地に隣接する所有者から
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の同意を得ており、施設設置による影響もほとんどないと思われるので

問題ないものと思われます。 

よって、本件は農地法第４条第２項の各号には該当しないため許可相

当であると考えます。 

ご審議のほど、よろしくお願いします。 

 

地元委員から報告がありましたが、何かご質疑はありませんか。 

 

（質疑なし） 

 

特にご質疑もないようですので、お諮りいたします。２つの議案につ

いて一括してお諮りしてよろしいでしょうか。 

 

（異議なし） 

 

ご異議ないものと認め、一括してお諮りいたします。 

第３９号と第４１号の２案を申請のとおり許可相当として送付するこ

とに、ご異議ありませんか。 

 

（異議なし） 

 

ご異議ないものと認め、本案は申請のとおり許可相当として送付する

ことに決定いたしました。 

次に、議案第４０号『農地法第５条第１項の規定による許可申請につ

いて』を議題といたします。 

事務局の説明を求めます。 

 

議案第４０号「農地法第５条第１項の規定による許可申請について」

ご説明申し上げます。 

議案書３ページならびに議案説明資料１７ページから２７ページまで

を併せてご覧ください。 

１番、松尾の土地２筆合計２１１㎡の案件ですが、譲受人の経営する

自動車整備工場で、廃車輌から部品取りを行うための廃車輌置場がない

ため、今回、申請地及び関連地を購入し、廃車輌置場とし、それを会社

に賃貸しするものです。 

農地区分は、大洲市中心部から東南東に約１.２㎞のところに位置し、

おおむね３００ｍ以内に自動車専用道路の出入口が存する区域内にある

農地であることから、第３種農地と判断しております。 

したがいまして、立地基準には適合しており、一般基準についてご審

議をお願いいたします。 

２番、菅田町大竹の土地２筆合計１，２８４㎡の案件は、肱川の堤防

整備事業により立ち退きとなった集会所の代替地として、新たに申請地

を売買により取得し集会所を建築しようとするものです。 

農地区分は、大洲市中心部から東南東に約３．２㎞のところに位置し、

農地の一定規模以上の集団性や公共施設等も近くになく、生産性の低い

農地であることから第２種農地と判断しております。 

したがいまして、立地基準の代替性と一般基準についてご審議をお願

いいたします。 

３番、新谷の土地３６５㎡のうち２６５．２６㎡の案件は、現在県外
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２０番 

在住の借受人が大洲に住むため、親族所有の申請地を借入れ自己住宅を

建築しようとするものです。 

農地区分は、大洲市中心部から北東に約６．９㎞のところに位置し、

おおむね３００ｍ以内にＪＲ喜多山駅が存する区域内にある農地である

ことから第３種農地と判断しております。 

したがいまして、立地基準には適合しており、一般基準についてご審

議をお願いいたします。 

以上、３件でございます。 

ご審議のほど、よろしくお願いします。 

 

只今、事務局より説明がありましたが、まず、地元委員より報告を受

けたいと思います。１番。 

 

それでは、１番案件の調査結果をご報告いたします。 

議案説明資料の１７ページから１９ページを参考にしてください。 

申請地は１８ページの位置図のとおり大洲道路肱南インター出入口か

ら東へ約３００ｍに位置する農地になります。 

 まず、立地基準について、事務局説明のとおり第３種農地であり特に

問題ないものと思われます。 

次に、一般基準である第３号の「転用の確実性」ですが、許可があり

次第着工したいとのことであり、問題ないものと思われます。 

また、第４号の「周辺農地等への影響」ですが、１９ページの地番地

目図のとおり申請地の隣接に農地がありますが、隣接農地所有者の同意

を得ているとのことであり、特に問題ないものと思われます。 

 よって本件は、農地法第５条第２項の各号には該当しないため、許可

相当であると考えます。 

 ご審議のほど、よろしくお願いいたします。 

 

２番。 

 

それでは、２番案件の調査結果をご報告いたします。 

 議案説明資料の２０ページから２３ページを参考にしてください。申

請地は２１ページの位置図のとおり、大洲道路肱南インター出入口から

東へ約２．２㎞に位置する農地になります。 

まず、立地基準について、報告書記載のとおり申請地以外に当該事業

の目的を達することが可能な土地がないことから第２種農地であるた

め、特に問題ないと思われます。 

 次に、一般基準である第３号の「転用の確実性」ですが、許可があり

しだい着工したいとのことであり、問題ないものと思われます。 

 また、第４号の「周辺農地等への影響」ですが、２２ページの地番地

目図のとおり申請地の隣接に農地がありますが、隣接農地所有者の同意

を得ているとのことであり、特に問題ないものと思われます。 

 よって本件は、農地法第５条第２項の各号には該当しないため、許可

相当であると考えます。 

 ご審議のほど、よろしくお願いいたします。 

 

 ３番。 

 

それでは、３番案件の調査結果をご報告いたします。 
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 議案説明資料の２４ページから２７ページを参考にしてください。

申請地は２５ページの位置図のとおり、ＪＲ喜多山駅から北へ約２００

ｍに位置する農地になります。 

 まず、立地基準について、事務局説明のとおり第３種農地であり特に

問題ないものと思われます。 

 次に、一般基準である第３号の「転用の確実性」ですが、許可があり

次第着工したいとのことであり、問題ないものと思われます。 

 また、第４号の「周辺農地等への影響」ですが、２６ページの地番地

目図のとおり申請地の隣接に農地はなく、特に問題ないものと思われま

す。 

 よって本件は、農地法第５条第２項の各号には該当しないため、許可

相当であると考えます。 

 ご審議のほど、よろしくお願いいたします。 

 

只今、地元委員から報告がありましたが、何かご質疑はありませんか。 

 

（質疑なし） 

 

特にご質疑もないようですので、本案を申請のとおり許可相当として

送付することに、ご異議ありませんか。 

 

（異議なし） 

 

ご異議ないものと認め、本案は申請のとおり許可相当として送付する

ことに決定いたしました。 

次に、議案第４２号『非農地証明について』を議題といたします。 

事務局の説明を求めます。 

 

議案第４２号「非農地証明について」ご説明申し上げます。 

議案書５ページならびに議案説明資料２８ぺージから３６ページまで

を併せてご覧ください。 

１番、平野町平地の土地１筆８５８㎡の案件は、転用（植林に限る：

２０年以上経過）し、復旧が著しく困難ということで申請があったもの

でございます。 

申し出によりますと、申請地に亡父が約３０年以上前に杉を植林し、

現在では農地へ復旧することが著しく困難となったとのことでございま

す。 

２番、菅田町宇津の土地１筆４５９㎡の案件は、転用（植林に限る：

２０年以上経過）し、復旧が著しく困難ということで申請があったもの

でございます。 

申し出によりますと、申請地に昭和６０年頃、亡父が杉を植林し、現

在では農地への復旧が著しく困難となったとのことでございます。 

３番、河辺町河都の土地６筆合計１，７４４㎡の案件は、申請地のう

ち面積が一番小さいもの以外について転用（植林に限る：２０年以上経

過）し、また、面積が一番小さいものについて自然潰廃（２０年以上耕

作放棄）し復旧が著しく困難ということで申請があったものでございま

す。 

申し出によりますと、面積が一番小さいもの以外については亡父が昭

和６３年に杉を植林し、面積が一番小さいものについては急斜面であっ
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議 長（会長） 

 

 

７番 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議 長（会長） 

 

１２番 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議 長（会長） 

 

３８番 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

たため昭和６３年頃から放置した結果、雑木が繁茂し農地として復旧す

ることが著しく困難となったとのことでございます。 

以上、３件でございます。 

ご審議のほど、よろしくお願いいたします。 

 

只今、事務局より説明がありましたが、まず、地元委員より報告を受

けたいと思います。１番。 

 

それでは、１番案件の調査結果をご報告いたします。 

議案説明資料の２８ページから３０ページを参考にしてください。 

申請地は、２９ページの位置見取図のとおり平野コミセン平地上分館

から北へ約１.３㎞に位置する農地になります。 

申請によりますと、申請地に亡きお父さんが約３０年以上前に杉を植

林し、現在では農地への復旧は大変困難な状態であるとの申し出です。 

申請者の申立て及び現地調査による樹木の生育状況から、少なくとも

植林後２０年以上経過しているものと推察することができます。農地へ

の復旧には開墾と同程度の労力が必要であると考えられることから、復

旧は著しく困難と思われます。 

よって本件は、非農地と判断して差し支えないと考えます。 

ご審議のほど、よろしくお願いいたします。 

 

２番。 

 

それでは、２番案件の調査結果をご報告いたします。 

議案説明資料の３１ページから３３ページを参考にしてください。 

申請地は、３２ページの位置見取図のとおり菅田コミュニティセンタ

ーから南南東へ約２．８㎞に位置する農地になります。 

申請によりますと、申請地に昭和６０年頃亡き父が杉を植林し、現在

では農地への復旧は著しく困難な状態であるとの申し出です。 

申請者の申立て及び現地調査による樹木の生育状況から、少なくとも

植林後２０年以上経過しているものと推察することができ、農地への復

旧は開墾と同程度の労力が必要であると考えられることから復旧は著し

く困難と思われます。 

よって本件は、非農地と判断して差し支えないと考えます。 

ご審議のほど、よろしくお願いいたします。 

 

３番。 

 

それでは、３番案件の調査結果をご報告いたします。 

議案説明資料の３４ページから３６ページを参考にしてください。 

申請地におきましては、３５ページの位置図のとおり旧河辺中学校か

ら北北東へ約３５０ｍから約５００ｍの範囲に位置する農地になりま

す。 

申請によりますと、申請地のうち面積が一番小さい一筆以外は亡き父

が昭和６３年に杉を植林し、面積が一番小さい一筆は急斜面であったた

め昭和６３年頃から放置した結果、雑木が繁茂している状態となってお

り、農地として復旧することが著しく困難となったために現在では、農

地への復旧は著しく困難な状態であるとの申し出です。 

 面積が一番小さい一筆について急斜面については雑木等が繁茂してお
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議 長（会長） 

 

 

委 員 

 

議 長（会長） 

 

 

 

 

 

事務局（農地係長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

り、また、それ以外の申請地については申請者の申立、現地調査による

樹木の生育状況など、少なくとも植林から20年以上経過しているものと

推察することができ、現場の状況から、農地への復旧には開墾と同程度

の労力が必要であると考えられることから、復旧は著しく困難と思われ

ます。 

 よって本件は、非農地と判断して差し支えのないものと考えます。 

 ご審議のほど、よろしくお願いいたします。 

 

只今、地元委員から報告がありましたが、何かご質疑はありませんか。 

 

（質疑なし） 

 

特にご質疑もないようですので、この証明願の土地について非農地と

判断し証明書を交付することに、ご異議ありませんか。 

 

（異議なし） 

 

ご異議ないものと認め、この証明願の土地について非農地と判断し、

証明書を交付することに決定いたしました。 

次に、議案第４３号『農用地利用集積計画の決定について』を議題と

いたします。 

事務局の説明を求めます。 

 

失礼します。 

説明に入らせていただく前に、お送りした議案書に誤りがありました

ので訂正をお願いいたします。 

まず、１０ページの一番下、１５番になりますが、現況地目が「畑」

となっておりますところは正しくは「樹園地」ですので、訂正をお願い

いたします。 

それと次の１１ページの上から２番目、１７番の設定する利用権の期

間ですが、令和６年８月１日から令和１１年７月３１日とありますが、

「令和１１年」を「令和１６年」と訂正をお願いします。合わせて、そ

の下に期間「５年」とありますが、こちらを「１０年」と訂正してくだ

さい。お手数をおかけし申し訳ありませんでした。 

それでは、利用権設定について説明いたしますので、議案書６ページ

にお戻りください。新規の案件のみをご説明します。 

まず１番は、水稲を栽培するため賃借権を１０年間設定するものです。 

次に、８ページの６番から９ページの９番までは、利用権の設定を受

ける者が同一の案件です。すべて野菜を栽培するため賃借権を１０年間

設定します。 

次に、１０ページの１３番と１４番は、利用権の設定を受ける者が同

一の案件です。すべて野菜を栽培するため賃借権を５年間設定します。 

１５番は、果樹を栽培するため使用貸借権を１０年間設定するもので

す。 

次に、１１ページの１７番は、野菜を栽培するため使用貸借権を５年

間設定するものです。 

１９番は、野菜を栽培するため賃借権を５年間設定するものです。 

その他は再設定の案件ですので後ほどご確認をお願いします。 

今回の概要について、１１ページに記載してありますとおり利用権設



9 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議 長（会長） 

 

委 員 

 

議 長（会長） 

 

 

委 員 

 

議 長（会長） 

定の件・筆数が１９件３２筆、総面積は５万７０８㎡です。 

続いて、所有権移転の案件です。議案書は１２ページをご覧ください。 

１番、菅田町菅田の畑１筆２０１㎡については、所有権の移転を受け

る者が経営規模の拡大を図るため売買により農地を取得しようとするも

のです。利用目的は大豆です。 

以上、所有権移転の件・筆数は１件１筆、総面積は２０１㎡です。 

いずれも農業経営基盤強化促進法第１８条第３項の各要件を満たして

いると考えます。 

ご審議のほど、よろしくお願いします。 

 

只今、事務局より説明がありましたが、何かご質疑はありませんか。 

 

（質疑なし） 

 

特にご質疑もないようですので、本案を原案のとおり決定することに

ご異議ありませんか。 

 

（異議なし） 

 

ご異議ないものと認め、本案は原案のとおり決定することにいたしま

す。 

以上で、本日の定例総会に提案しました議案の全ての審議が終了いた

しましたので、議事を閉じることにいたします。 

 


